
今月の主な内容

●第36回加西市文化祭…4 ●クリーンセンターからのお願い…5 ●老人医療の改正…6 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲さわやかに根日女秋祭り

1 0月1 2日（土）、加西青年会議所（岩本圭司理事長）主催で根日女秋祭りが玉丘史跡公園「根日女ロマンの郷」で行
われ、三世代交流ゲームラリーや気球の試乗などを1,000人を超える皆さんが楽しみました。

平成13年度加西市決算（2～3ページ）
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平
成
　
年
度
加
西
市
決
算

一
般
会
計
は
歳
入
・
歳
出
と
も
15
％
減
少

特特　　集集
平成13年度
加西市決算

行
政
運
営　
の　
中
心　
と　
な　
る　
一
般
会

計　
は　
、　
歳
入
２
１
１
億
４，　
３
１
０

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
お
預
か
り
し
て
、
人
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
結
果
を
平
成
14
年
度
の
予
算
執
行
、
平
成
15
年
度
の
予
算
編
成

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

13
万
円
（
前
年
度
２
４
９
億
９，　
８
７
４

万
円
）、
歳
出
２
０
６
億
７，　
９
１
８

万
円
（
前
年
度
２
４
３
億
２，　
０
９
０

万
円
）
で　
、　
と　
も　
に　
減
少　
し　
ま　
し　
た　
。　

歳
入
と
歳
出
の
差
額
４
億
６，　
３

９
２
万
円
か
ら
、
翌
年
度　
へ　
繰　
り
越　

し　
た　
事
業　
に　
充　
て　
る　
財
源　
を　
差　
し　
引　

い　
た　
実
質
収
支　
は
、
５，　
２
６
３
万

円　
の　
黒
字　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。

歳
入　
は　
、　
景
気　
の　
低
迷　
に　
よ　
る　
法

人
市
民
税　
の　
減
少　
な　
ど　
に　
よ　
り
、　
市

税
全
体　
で　
前
年
度　
に　
比　
べ　
0.5
％
の　
減

少　
や　
、　
市
税　
に　
次　
ぐ
重
要　
な　
財
源　
で　

あ　
る　
地
方
交
付
税　
が　
、　
制
度　
の　
見
直　

一
般
会
計

し　
に　
よ　
り
7.4
％
減
少　
し　
、　
歳
入
総
額　

で　
は　
前
年
度　
に　
比　
べ　
て
38
億
５，　
５
６

４
万
円
、
15.4
％
の　
減
少　
と　
な　
り　
ま　
し　

た　
。　
一
方
、　
歳
出　
は　
、　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　

ィ　
・
プ　
ラ　
ン　
ト　
整
備
事
業　
が　
企
業
会

計　
に　
移
行　
し　
た　
こ　
と　
に　
よ　
り
、　
衛
生

費　
で
56.1
％
の　
減
少　
と　
な　
り
、
歳
出
総

額　
で　
は　
前
年
度　
に　
比　
べ　
て
36
億
４，　
１

７
２
万
円
、
15.0
％
の　
減
少　
と　
な　
り　
ま　

し　
た　
。

平成13年度各会計別決算の状況
（単位：千円）

会　計　名 歳　入 歳　出 収支額

一　般　会　計 21,143,108 20,679,184 463,924

国民健康保険
特別会計

3,497,176 3,396,161 101,015

有線放送電話
特別会計

48,052 23,595 24,457

介護保険特別会計 1,940,558 1,924,052 16,506

高齢者住宅整備資金
貸付事業特別会計

5,127 5,127 0

公園墓地整備事業
特別会計

10,701 7,452 3,249

老人保健医療
特別会計

病院会計
収益的収支

資本的収支

4,767,291 4,769,778 △ 2,487

特　別　会　計

企　業　会　計

合　　計

10,268,905 10,126,165 142,740

5,731,138 5,761,204 △ 30,066

354,191 396,645 △ 42,454

水道会計
収益的収支

資本的収支

1,579,704 1,497,255 82,449

732,888 918,984 △ 186,096

下水道事
業 会 計

収益的収支

資本的収支

1,584,734 1,583,989 745

5,264,256 5,782,652 △ 518,396

農業共済
会　　計

収益的収支

資本的収支

142,933 135,756 7,177

0 76 △ 76

15,389,844 16,076,561 △ 686,717

46,801,857 46,881,910 △ 80,053

（単位：千円）
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加加西西市市財財政政のの現現状状ににつついいてて
加西市の財政を家計に例えると長引く不況の中で、年収が減少しており、借金と貯蓄の切り崩しでや

りくりをしています。今後もローンの返済が膨らみ、貯蓄も減少する大変厳しい状況に直面しています。

平成9年に7 1億円ありました市税は、景気の低迷などにより市民税を中心に減少し、平成1 3年度は

65億円となり、年々減収の状況が続いております。

① 市税収入の状況

市の財政状況は、長引く景気低迷に

より、年々苦しい状況になっています

が、事業計画の見直しなどにより財政

健全化に努めていきますので、皆さん

のご理解とご協力をお願いします。

★問合先　財政課（電話42-8710）

すべての会計を合わせた市債の償還は平成1 6年度からの下水道事業の元利償還が本格化するため、

年々増加する見込みです。

④ 市債の償還

市街地再開発関連事業や下水道事業、病院増改築事業の進展により、1 3年度末市債残高は5 1 9億円、

１人あたり997千円と増加している現状です。

② 市債総額の現在高

基金とは一般家計の預金にあたるものです。経営努力により毎年積立てをし、平成1 3年度末残高は3 7億円余り、1

人あたり73千円となりました。しかし、下水事業などの市債償還が本格化するため、年々減少が予想されます。

③ 基金総額の現在高

※市税収入は個人市民税、法人市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、たばこ税、特別土地保有税を合わせた決算額です。

基金総額は財政調整基金、減債基金、地域福祉基金、鉄道経営対策基金、ふるさと創生基金、人材育成基金、文化スポーツ振興基金、
国営加古川西部土地改良事業費償還基金、芸術備品購入基金、土地開発基金、物品調達基金の年度末現在高です。

年　　度 9

7,134,546

135

6,753,089

128

6,697,975

127

6,572,650

126

6,537,272

126

10 11 12 13

市 税 収 入

市民一人あたりの納付税額

年　　度 9

38,182,358
21,021,775
13,386,682

3,773,901

722

42,205,699
23,517,921
14,913,072

3,774,706

799

45,267,289
24,823,219
16,849,639

3,594,431

860

48,639,065
21,389,940
23,790,451

3,458,674

931

51,877,156
21,109,113

8,881
30,759,162

997

10 11 12 13

市 債 現 在 高
一　般　会　計
特　別　会　計
企　業　会　計

市民一人あたりの借金残高

年　　度 9

2,740,505
969,800
148,001

52

2,947,003
1,023,055

249,179

56

3,624,848
1,103,490

601,220

69

3,657,863
1,287,341

815,230

70

3,787,382
1,472,607

817,761

73

10 11 12 13

積 立 金
うち財政調整基金
うち減債基金

市民一人あたりの基金残高

市債総額は一般会計、特別会計、企業会計を合わせた年度末残高です。

厳しい財政状況に、
ご理解とご協力を!

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

※詳しい内容については、市役所財政課

ホームページまで。
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芸
能
祭
に
は
芸
能
協
会
の
皆
さ

ん
ら
が
、
民
舞
、
詩
舞
道
を
中
心

に
加
西
播
州
音
頭
や
邦
楽
と
い
っ

た
伝
統
芸
能
に
加
え
マ
ジ
ッ
ク
、

腹
話
術
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
ス
テ

ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
展
開
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

市
茶
道
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
席
と
、
隣
接
す
る
市
内
９
流

派
が
力
作
を
多
数
出
品
し
て
そ
の

美
を
競
っ
た
い
け
ば
な
展
が
あ
い

ま
っ
て
雅
な
世
界
が
演
出
さ
れ
ま

し
た
。

毎
年
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

参
加
者
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
囲
碁
大
会
。
な
み
い
る
ベ
テ
ラ

ン
勢
に
ち
び
っ
こ
棋
士
た
ち
も
果

敢
に
挑
戦
。

ま
た
市
民
音
楽
祭
で
は
、
市
内

13
団
体
等
に
よ
る
吹
奏
楽
、
女
声

合
唱
、
混
声
合
唱
や
独
唱
と
い
っ

た
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

加
西
市
の
芸
術
の
祭
典
「
加
西
市
文
化
祭
」
が
先
月
か
ら
市
民
会

館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
文
化
祭
の
各
会
場
。
皆
さ

ん
は
い
く
つ
堪
能
さ
れ
ま
し
た
か
。

【
一
般
の
部
】

市
長
賞
（
推
薦
）

▽
俳
句

東
羅
　
種
子
（
田
原
）

▽
短
歌

山
下
さ
か
ゑ
（
網
引
）

▽
川
柳

泉
　
　
充
男
（
神
戸
市
）

特
　
選

▽
俳
句

原
田
澄
子
（
古
坂
１
丁

目
）　・
小
路
喜
美
子
（
江
ノ
木
）　・

西
村
藻
頭
児
（
別
府
）

▽
短
歌

佐
伯
幸
子
（
東
笠
原
）　・

大
西
佳
子
（
市
村
）　・
新
家
芙
佐
子

（
篠
山
市
）

▽
川
柳

渡
辺
良
比
呂
（
八
千
代

町
）　・
井
上
静
子
（
小
野
市
）　・
森

ひ
さ
子
（
加
古
川
市
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
】

特
　
選

▽
俳
句

岩
佐
美
紅
（
富
合
小
５

第
36
回
加
西
市
文
芸
展

年
）　・
馬
場
ひ
か
り
（
泉
小
２
年
）

▽
短
歌

岩
崎
　
瞳
（
善
防
中
２

年
）　
・
古
角
龍
太
（
善
防
中
２

年
）　・
村
田
亜
紀
（
善
防
中
２
年
）

▽
川
柳

渡
辺
穂
菜
美
（
富
合
小

６
年
）

Ａ
級
（
４
段
以
上
）

山
本
　
健
（
加
古
川
市
）

Ｂ
級
（
初
段
〜
３
段
）

石
井
　
裕
（
明
石
市
）

Ｃ
級
（
１
級
以
下
）

木
下
鶴
夫
（
田
原
）

囲
碁
大
会
優
勝
者

ま
さ
に
芸
術
の
秋
!

第
36  
回
加
西
市
文
化
祭
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5

○
ご
み
の
分
別
と
減
量
を
!!

最
近
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
出
た
ご
み

の
分
別
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理
に

困
っ
て
い
ま
す
。
先
日
配
布
し
ま

し
た
「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
・
分

け
方
」
を
参
考
に
、
資
源
ご
み

（
び
ん
、
か
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ト
レ
イ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ

た
日
に
し
っ
か
り
分
別
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
源
に
で

き
る
も
の
（
古
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

布
類
等
）
は
美
バ
ー
ス
デ
ー
に
、

生
ご
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
器

（
補
助
金
制
度
有
り
）
で
肥
料
と
し

て
再
利
用
す
る
等
、
ご
み
減
量
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
へ　
の　
ご　
み　

の　
持
込　
み

最
近
持
込
み
さ
れ
る
方
が
増
え

混
雑
し
て
い
ま
す
。
燃
や
す
ご
み
、

埋
立
ご
み
、
粗
大
ご
み
等
を
一
緒

に
持
込
ま
れ
る
と
料
金
が
違
っ
た

り
、
お
ろ
す
場
所
が
異
な
り
、
事

業
系
ご
み
を
家
庭
系
ご
み
と
い
わ

れ
る
方
も
あ
り
ま
す
の
で
困
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
以
外
の
家
庭

職
　
種

臨
床
工
学
技
士

採
用
予
定
人
数

１
名

受
験
資
格

昭
和
48
年
４
月
２
日

以
降　
に　
生　
れ　
た　
方　
で　
、　
臨
床
工
学
技

士
免
許　
を　
有　
し　
、　
か　
つ　
看
護
師　
ま　
た　

は　
臨
床
検
査
技
師　
の　
免
許　
を　
有　
す　
る　

方
、　
ま　
た　
は　
、　
平
成
15
年
国
家
試
験　

に　
お　
い　
て　
各
々　
の　
免
許　
を　
取
得
見
込　

み　
の　
方
。　

受
験
手
続
に
必
要
な
も
の

①
受
験
申
込
書　
（
本
市
指
定　
の　
も　
の　
）　

②
受
験
票
（
本
市
指
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
証
明
書

④
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

⑤
臨
床
工
学
技
師
又
は
看
護
師
又

は
臨
床
検
査
技
師　
の　
免
許
取
得
者　
は　

各
々　
の　
免
許　
の　
写　
し　
（
但　
し　
、　
平
成

15
年
国
家
試
験　
に　
お　
い　
て　
各
々　
の　
免

許　
を　
取
得
見
込　
み　
の　
方　
は　
不
要
）

受
付
期
間

11
月
18
日

（月）
〜
26
日

（火）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
土
・
日
祝
日　
を　
除　
く
。　（
郵
送　
不
可
、

本
人
又　
は　
代
理
人　
が　
持
参　
）

試
験
日

12
月
３
日

（火）

試
験
場
所

加
西
病
院
　

申
込
・
問
合
先

加
西
病
院
事
務

局
管
理
課
（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

（　１　）
平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
税　

・
介
護
保
険
料　
（
普
通
徴
収
）　
第　
５　

期
分
及　
び　
個
人
事
業
税
第　
２　
期
分　

の　
納
期
限　
は　
12
月　
２　
日

（　月　）　
で　
す
。

納
期
内
完
納
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先

・
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料

市
役
所
税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

・
個
人
事
業
税

社
県
税
事
務
所

〈
北
播
磨
県
民
局
内
〉
直
税
課

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
９
３
３
９
）

（　２　）　
新
（
増
）
築
建
物
と　
取
り
壊
し

建
物　
の　
届
出
を

家
屋　
を　
新
（
増
）
築　
さ　
れ　
、　
完
成　

し　
て　
い　
る　
場
合
、　
ま　
た　
は　
、　
建
物　
の　

取　
り
壊　
し　
が　
あ　
っ　
た　
場
合
は
、　
ご　
連

絡　
く　
だ　
さ　
い　
。　
税
務
課　
の　
職
員　
が　
家

屋
調
査
・
滅
失　
の　
確
認　
に　
伺　
い　
ま　

す
。　
ご　
協
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

（３）
年
末
調
整
説
明
会

年
末
調
整　
の　
留
意
事
項　
や　
給
与
支

払
報
告
書
・
法
定
調
書　
の　
記
載
方

法
等　
の　
説
明　
を　
行　
い　
ま　
す
。　
な　
お　
、　

年
末
調
整
関
係
諸
用
紙　
に　
つ　
き　
ま　
し　

系
ご
み
は
各
町
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

出
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
持
込
み
料
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
家
庭
系
ご
み
（
１　
kg
当
り
５
円
）

は
、
大
き
さ
、
量
等　
で　
ど　
う
し　
て　
も　

ご　
み　
タ　
ー　
ミ　
ナ　
ル　
に　
出　
せ　
な　
い　
ご　
み　
で　
、

軽
四
又
は
乗
用
車
で
持
込
ま
れ
た

日
常
家
庭
生
活
で
出
る
ご
み
。

・
事
業
系
ご
み
（
１　
kg
当
り
９
円
）

は
、
事
業
活
動
に
伴
い
出
る
ご
み

で
、
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
の　
処
理　
が　

可
能　
な　
も　
の　
。　
ま　
た　
、　
家
庭
系　
ご　
み　

で　
も　
一
時
的　
に　
多
量　
に　
発
生　
す　
る　
ご　

み　
で　
普
通　
ト　
ラ　
ッ　
ク　
、　
ダ　
ン　
プ　
以
上　
の　

も　
の　
で　
多
量　
に　
持
込　
ま　
れ　
た　
も　
の　
。

・
粗
大
ご
み
（
１　
kg
当
り
９
円
）

は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
も
の
で
、

自
転
車
・
タ
ン
ス
・
た
た
み
、
布

団
等
で
す
。
解
体
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
（
動
力
類　
を　
取　
り
外　
し　
す　
る　
も　

の　
、　
及　
び　
切
断
等　
を　
要　
す　
る　
も　
の　
）
は

別
に
解
体
料
金
が
必
要
で
す
。

・
家
庭
系
ご
み
と
粗
大
ご
み
が
混

載
の
場
合
は
、
１　
kg
当
り
９
円
と

し
ま
す
。

問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
電
話
46
│
０
６
０
２
）

て　
は　
、　
昨
年　
よ　
り
封
入
枚
数　
を　
一
律　

に　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
い　
て　
い　
ま　
す
。　
ご　
協

力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。　

日
　
時

12
月
５
日

（木）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

（４）
農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

平
成
14
年
分
の
確
定
申
告
（
平

成
15
年
２
月
〜
３
月　
の　
申
告
分
）　
で　

は　
、　
黒
豆
・
ぶ　
ど　
う
・
い　
ち　
ご
・
酒

米　
（
山
田
錦
）　
等　
の　
特
殊
田
畑
作
物　

を　
作　
ら　
れ　
て　
い　
る　
方　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
前

年
同
様
、　
特
殊
田
畑　
の　
農
業
標
準　
が　

な　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
出
荷
伝

票
・
領
収
書
等
を
も
と
に
実
際
の

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い

て
所
得
を
算
出
す
る
収
支
計
算
に

よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
収

支
計
算
に
よ
る
申
告
の
仕
方
等
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
10
日

（火）
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

税税
務務
課　課　
か　か　
ら　ら　
の　の　
お　お　
知知
ら　ら　
せせ

加
西
市
職
員
募
集

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
か　
ら　
の　
お　
願　
い
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Ⅰ 老人医療の対象者の負担額が次のとおり変わります。

加西市国民健康保険に加入している皆さんが、安心して健康な毎日を送れるよう、加西市では平成4年

度より、人間ドックの受診費用を助成しております。年に一度は、からだの定期点検をして下さい。

なお、市外の施設での受診も助成対象となりました。

県・市単独老人医療（65歳～69歳）の改正のお知らせ

人間ドック施設利用助成制度の変更について

☆助成金の請求方法は：人間ドック受診後、保険証・領収書・印鑑・助成金の振込み先（名義人および口座番号）

をもって市役所保険課国保医療係（電話42-8721）まで。

変　更　項　目 変 更 後（平成14年4月1日から）

次の①②を満たす方

①市立加西病院、その他の施設で人間ドック

を利用した方

②国保税を滞納していない世帯

（助成額）１泊2日　40,000円

次の①②を満たす方

①市立加西病院で人間ドックを利用

した方

②国保税を滞納していない世帯

（助成額）１泊2日　40,000円

変　　更　　前

人間ドック助成制度

一般の方　医療費の1割
※平成15年1月1日から、一定以上の所得の方については、医療費の2割

＊平成15年1月1日以降は、負担割合（1割又は2割）を明記した老人医療費受給者証を使用し

ていただくことになります。

（老人医療費受給者証は、平成14年12月下旬に対象の方へ送付します。）

Ⅱ 単独老人医療の高額医療費制度
一部負担金については、以下の額を越えた額が、申請により市から払い戻されます。

（＊）1年間に4回以上対象となる場合は、4回目以降は、40,200円となります。

○詳しくは市役所市民福祉部保険課国保医療係までお問い合わせください。（電話42-8721）

①一般の方

②市民税非課税世帯に属する方等（③以外）

③②のうち、所得が一定の基準に満たない方等

④一定以上の所得の方

受給者個人が１か月に支
払った外来の一部負担金

12,000円

8,000円

40,200円

同一の世帯に属する受給者の
一部負担金の合計額

40,200円

24,600円

15,000円

72,300円と医療費から一定額を
引いた残額の１％の合計額（＊）

上記の負担区分に応じた1割又は2割の一部負担金をお支払いいただきます。

なお、入院及び在宅末期医療総合診療を受けている場合は、同一の医療機関での1か月の負担額が以下

の額に達したときは、その月は、その後の窓口でのお支払いは不要です。

①一般の方

②一定以上の所得の方

入　　　　院

40,200円

72,300円と医療費から一定額を引いた残額の
１％の合計額（1年間に4回以上対象となる場合は、

4回目以降は、40,200円となります。）

12,000円

40,200円

在宅末期医療総合診療
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10
月
４
日

（金）
、
伊
東
電
機

（株）
友

の
会
か
ら
、
加
西
点
字
教
室
と
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
か
し
の
実
グ

ル
ー
プ
」
へ
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ

ト
（
各
１
台
）
と
重
度
障
害
者
授

産
事
業
「
す
み
れ
の
会
」
へ
ミ
シ

ン
。
以
上
３
品
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
と
も

喜
ん
で
、
さ
っ
そ
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

い
た
だ
い
た
機
器
で
、
点
訳
や

朗
読
、
バ
ザ
ー
の
品
物
作
り
と
さ

ら
に
活
動
が
広
が
っ
て
活
発
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
品
物
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
各
グ

ル
ー
プ
で
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
当
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
１
日
よ
り
、
心
肺

蘇
生
法
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
し

た
。
従
来
の
手
法
で
も
間
違
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、
こ
の

機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を
覚
え

ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま

で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

9
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
85
名
〕　

▽
市
消
防
団
員

19
名
　

▽
中
川
テ
ク
ノ
株
式
会
社

42
名

▽
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

運
動
サ
ー
ク
ル

24
名

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
25
名
〕　

▽
市
消
防
団
員

３
名
　

▽
中
川
テ
ク
ノ
株
式
会
社

21
名

▽
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

運
動
サ
ー
ク
ル

１
名

伊伊
東東
電電
機機
㈱㈱
よ　よ　
りり
電電
化化
製製
品品

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

火
事
の
発
生
場
所
や
病
院
問
い

合
わ
せ
の
電
話
を
１
１
９
番
に
掛

け
て
こ
ら
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
１
１
９
番
は
火
事
・
救

急
の
専
用
電
話
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
問
い
合
わ
せ
の
電
話
で
話
し

中
と
な
り
、
１
分
１
秒
を
争
う
火

事
や
救
急
が
発
生
し
た
場
合
、
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
最
悪
の

ケ
ー
ス
を
防
ぐ
た
め
、
問
い
合
わ

せ
電
話
に
つ
い
て
は
、
消
防
署
の

加
入
電
話
（
電
話
42
│
０
１
１
９
）

の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
電

話
（
電
話
43
│
１
６
８
２
）
に
て
、

火
事
の
発
生
場
所
や
夜
間
・
休
日

に
お
け
る
病
院
紹
介
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
子
供
の
ひ
じ
が
抜
け
た
」
経
験

を
さ
れ
た
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
肘
内
症
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
３
歳
以
下
の
子
供
に
起
こ
り

や
す
く
、
無
理
に
あ
る
い
は
急
に

引
っ
張
っ
た
時
に
起
こ
る
肘
の
脱

臼
で
す
。

子
供
は
腕
を
ブ
ラ
ン
と
さ
せ
た

ま
ま
で
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
か
ら
、
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
早
く
整

形
外
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
な
整
復
術
が
あ
り
、
一
瞬
で

整
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早

急
に
整
復
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。あ

ま
り
繰
り
返
す
と
習
慣
性
に

な
り
、
つ
い
に
は
手
術
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
も
起
こ
り
や
す
い
の
は
、
子

供　
が　
ボ　
ン　
ヤ　
リ　
し　
て　
い　
る　
時　
に　
「
早　
く　

い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
い　
」　
と
急
に
引
っ
張
る
と
、

簡
単
に
外
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

肘
内
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一

声
か
け
て
か
ら
引
っ
張
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

肘
内
症　
に　
つ　
い　
て

消
防
署　
か　
ら　
の　
お　
願　
い

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

飽
食
の
時
間
詰
め
込
ん
だ
ペ
ッ
ト
・
フ
ー
ド

過
ぎ
て
ゆ
く
時
と
　
過
ぎ
て
ゆ
く
私
と

来
る
風
去
る
風
　
風
が
裏
返
し
て
い
っ
た
像

フ
ロ
ッ
ピ
ー
の
去
年
の
情
報
に
手
入
れ
て
手
抜
く

耳
の
奥
に
棲
み
つ
い
た
虫
と
対
話
し
て
い
る

鮮
明
に
満
月
　
天
空
の
落
と
し
穴

ま
た
出
過
ぎ
た
　
舌
が
刻
考
え
て
い
る

な
れ
て
き
て
や
っ
と
で
き
る
俺
の
呼
吸

い
し
だ
　
實

井
塚
　
理
人

岡
　
　
夕
花

荻
野
　
　
亨

北
村
　
栄
一

佐
治
　
　
靖

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭
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ちびっこ力士が熱戦!
　10月27日（日）寿公園（横尾）で、加西商工会議所青年部（楠田英伸

会長）が子供相撲大会を開催。市川高校相撲部員による模範演技に続い

て、学年ごとに団体戦・個人戦が行われ、熱戦の連続に大きな声援が飛

び交いました。優勝者・団体は次の通り。（敬称略）�

ため池クリーンキャンペーン�

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックス�タウントピックス�
まちの話題�

タウントピックス…………………………まちの話題�

秋の叙勲�
永年の功績をたたえて�

　平成14年秋の叙勲が11月3日（文化の日）

に発表され、加西市からは更生保護、教育の分

野で功績のあった2名が受章されました。�

料理を通じて国際理解�

　「地域に広がる他文化理解・自文化理解」をテーマに7月から北条高校で

行われているコミュニティカレッジ。10月19日（土）と11月2日（土）、

市内在住の外国人、島袋アンジェラさん（ブラジル）とムサビ・ジャリル

さん（イラン）を講師に招き、お国自慢の料理の作り方と簡単なポルトガ

ル語やペルシャ語を教わりました。�

秋の味覚を満喫�

　市内の幼稚園や保育園では、地元の方々のご協力により園児たちが

いもほりを楽しみました。�

　10月17日（木）宇仁�

幼稚園では、5月に園児�

たちが植えたいもの収穫�

を保護者の方々と行い、�

さっそく秋の味覚を味わ�

いました。�

　「己を忘れ　他を利する」を信条に、保護司として犯罪のな

い明るい社会を目指して34年目。「担当した対象者に再犯が

ないのが誇りです。これからも『一隅を照らす』気持ちを忘

れず、対象者を出さない世の中になるよう努めたい。」と上

中さん。�

勲五等瑞宝章�
保護司�

上中　善信さん（河内・73歳）�

　「『よく遊び、そしてよく学ぶ』を教育方針として、40年

間市内の小学校で子どもたちに接してきました。最近は立派

になった教え子たちに会うのが楽しみです。受章は長い間教

師という『聖職』に専念させてくれた妻のおかげと感謝して

います。」と川嶋さん。�

勲五等瑞宝章�
元加西市立小学校長�

川嶋　　巌さん（栗田・83歳）�

　10月22日（火）市役所

で、馬術競技県代表として

よさこい高知国体へ出発前

の斎藤興冶さん・千晶さん

親子（繁昌団地自治区）を

柏原市長はじめ市幹部が激

励。興冶さんは10位、千

晶さんは4位とともに活躍

されました。�

―秋季国体出場―　斎藤さん親子を激励�

団体：5年生の部　北条小B�

　　　6年生の部　北条小A�

個人：5年生の部　�

　　　　春岡宏昌（日吉小）�

　　　6年生の部�

　　　　森脇健介（北条東小）�

　10月17日（木）、市

民グラウンドで開催さ

れた。高齢者大学「サ

ルビア学園・しらかし

学園」の受講生と、北

条東幼稚園の子ども達

の合同運動会では、一

緒に綱引きや玉入れな

どを楽しみました。参

加された高齢者の皆さ

んは、「園児から元気

をもらって、とても楽

しめました。」�

高齢者と幼稚園児の合同運動会�

　子どもたちに科学の楽しさをわかってもらおう

と、市内幼稚園の教諭を対象に、科学の理論を使

った楽しい遊具づくりの研修会が行われました。

園児の皆さん、もうすぐ先生が不思議なおもちゃ

を紹介してくれますのでお楽しみに。�

加西市からノーベル賞を!

　昨年の市内の3音楽団体が行った台中市での音楽交流がきっかけとな

り、台中市合唱団（35名）が加西市を訪れ、10月27日（日）歓迎の親睦

交流会（主催：加西児童合唱団）が催されました。加西市音楽協会関係

者が参加して、日本の歌はもとより、台湾民謡の「雨　夜　花」等をみ

んなで歌い、交流を深めました。�

音楽で国際交流�

― 北条高校コミュニティカレッジ ―�

　11月3日（日）、田原町（橋爪則雄区長）で、約

140名の住民の皆さんが参加して、ため池クリー

ンキャンペーンが行われ、ため池3ヶ所と町内の沿

道の清掃をされました。作業終了後には、交流会

も行われました。同キャンペーンは、7日（木）に

北条高校でも実施され、23日（土）には田谷町で予

定されています。�

― 台中市合唱団来日歓迎　親睦交流会 ―�

　今年で5回目となる福祉チャリティーライブコンサート「スー

パーエスコート2002」が、10月13日（日）健康福祉会館で行わ

れ、市内アマチュアバンドの競演に会場は大いに盛り上がりまし

た。なお、社会福祉協議会へ実行委員会からチケット代金の全額

にあたる52万4千円が寄付されました。�

福祉ライブコンサート�

スーパーエスコート2002
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「えせ同和行為」を排除しよう!!

◎えせ同和行為とは

「同和問題はこわい問題である」という人々

の誤った意識に乗じ、例えば、同和問題に対

する理解が足りないなどという理由で難癖を

つけて高額の書籍を売りつけるなど、同和問

題を口実にして、会社・個人などに不当な利益

や義務のないことを求める行為を指します。

えせ同和行為の横行は、国民に誤った差別

意識を植え付け、国・県・市町村、民間運動

団体や国民が永年にわたって努力してきた同

和問題解決のための啓発活動及び教育の成

果を覆すものです。

◎基本的な対処法

○不当な要求は、き然たる態度で断固拒否しましょう。

○同和問題への取組み等を口実に不当な要求を受けた

ときは、「今後どうすべきか法務局の処理に委ねたい」

と伝え、法務局に連絡しましょう。

○窓口担当者に対応を任せきりにしてしまうのではなく、

組織全体の問題として対応しましょう。

○具体的な要求を受けたときは、警察（暴力追放運動推

進センター）、弁護士会、法務局、市役所等へ相談し

ましょう。

※「えせ同和行為対応の手引」を作成しています。市民福祉

部人権推進課（電話42-8727）へお問い合わせください。

笹
倉
堂
ノ
下
遺
跡
は
加
西
市
の

中
央
部
、
万
願
寺
川
中
流
域
東
岸

の
低
位
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る

遺
跡
で
す
。

発
掘
調
査
で
は
幅
約
二
メ
ー
ト

ル
の
溝
の
中
か
ら
弥
生
時
代
中
期

（
約
二
千
年
前
）
の
完
全
な
形
を
と

ど
め
て
い
る
壺
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
他
に
別
の
壺
の
破
片
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
溝
は
、
死
者
の
埋
葬
部
分

を
溝
で
区
画
す
る
弥
生
時
代
の
方

形
周
溝
墓
の
区
画
溝
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
見
つ
か
っ
た
土

器
は
葬
儀
で
使
用
さ
れ
た
土
器
や

死
者
に
供
え
ら
れ
た
土
器
で
あ
る

供
献
土
器

き
ょ
う
け
ん
ど
き

と
考
え
ら

れ
ま
す
。

調
査
は

下
水
道
工
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笹
倉
堂
ノ
下
遺
跡
…
笹
倉
町

溝
の
中
に
完
全
な
形
の
壷

弥
生
時
代
の
方
形

ほ
う
け
い

周
溝
墓

し
ゅ
う
こ
う
ぼ

？

位置図

下
里
小
学
校
で
は
、

十
数
年
前
か
ら
隣
接
し

て
い
る
加
西
養
護
学
校
児
童
と
の

交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
流

に
は
次
の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。

①
な
か
よ
し
タ
イ
ム
は
、
給

食
・
昼
休
み
の
遊
び
・
掃
除
の
交

流
で
す
。
給
食
の
準
備
か
ら
楽
し

い
食
事
ま
で
を
一
緒

に
し
て
い
ま
す
。
昼

休
み
に
は
芝
生
広
場

で
「
花
い
ち
も
ん

め
・
だ
る
ま
さ
ん
が

転
ん
だ
」
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
し
て
遊
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
遊

び
の
後
、
協
力
し
て

掃
除
も
し
ま
す
。

②
授
業
交
流
は
、
学
習
を
通
し

て
の
交
流
で
す
。
例
え
ば
、
家
庭

科
の
調
理
実
習
で
は
、
一
緒
に
料

理
を
つ
く
っ
た
り
、
食
べ
た
り
し

ま
す
。
学
習
内
容
は
、
交
流
学
年

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

③
全
体
交
流
で
は
、
本
校
の
９

月
の
運
動
会
予
行
日
に
招
待
し
、

徒
競
走
・
大
玉
運
び
・
綱
引
き
等

を
一
緒
に
し
ま
す
。
11
月
の
ふ
れ

あ
い
音
楽
会
で
も
交
流
し
ま
す
。

ま
た
、
本
校
児
童
が
養
護
学
校
に

招
か
れ
て
の
交
流
は
、
５
月
の
小

運
動
会
へ
の
参
加
、
７
月
の
七
夕

交
流
会
、
９
月
の
加
西
養
護
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
12
月
の
学
習
発
表

会
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

本
校
の
児
童
た
ち
は
、
入
学
時

か
ら
加
西
養
護
学

校
の
友
だ
ち
に
接

し
て
お
り
、
そ
の

た
め
介
助
に
つ
い

て
も
、
そ
の
友
だ

ち
が
出
来
る
事

は
、
そ
ば
で
そ
っ

と
見
守
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
し

て
も
出
来
な
い
事

や
「
手
助
け
し
て
ほ
し
い
」
と
言

っ
た
時
は
手
伝
い
ま
す
。

児
童
た
ち
は
、
加
西
養
護
学
校

と
の
交
流
で
、
命
の
大
切
さ
、
共

生
の
心
な
ど
数
多
く
を
学
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
、
交
流
（
体
験
）

で
培
っ
た
も
の
を
生
か
し
、
心
豊

か
な
人
間
に
育
っ
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

心　
の　
バ　
リ　
ア　
フ　
リ　
ー　
を　
め　
ざ
し　
て

加加
西西
市市
立立
下下
里里
小小
学学
校校

溝の中の弥生土器
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事
に
伴
う
も
の
で
調
査
面
積
は
わ

ず
か
で
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
に
は

弥
生
集
落
が
大
き
く
展
開
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

弥生土器
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介
護
保
険
の
導
入
か
ら
は
や
二
年
半
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
車
い
す
を

生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
随
分

増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
寝
た
き
り
や

家
に
こ
も
り
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
も

車
い
す
は
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
健
常
者
と
は
違
い
障
害
者
の
椅

子
（
車
い
す
）
は
自
分
に
あ
っ
て
い
な
け

れ
ば
苦
痛
以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
し
ょ

う
。
な
ぜ
な
ら
座
る
と
い
う
事
自
体
す
で

に
健
常
者
に
比
べ
重
労
働
な
の
で
す
か
ら

…
…
。

車
い
す
に
は
長
時
間
安
定
し
て
座
れ

る
・
安
全
に
移
乗
で
き
る
・
自
由
に
移
動

で
き
る
の
三
つ
の
要
素
が
重
要
に
な
り
ま

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

毎年一度の健康チェック、皆さんはもうお

済みですか？ 今年も医療機関や町ぐるみ健

診をたくさんの方が受けられたことと思います。

しかし、中には健診を受けられていても日頃

の忙しさや病気の発見が怖いという理由で精

密検査を受けていない方や、前回に比べ数

値が大きく変化した部分や自覚症状の出現に

気付かずそのままにされている方があります。

皆さんが受けられた基本健診では、血液

検査等を通じて生活習慣病の発見ができ、

各がん検診ではがんだけでなく、ポリープや

炎症等その他の疾患がたくさん発見されてい

ます。

皆さんの結果には大きな変化、精密検査

や治療が必要と認められた項目はありません

でしたか？もう一度、自分自身の健診結果を

見直してみてください。思いがけない変化が

隠れているかも知れません。また、かかりつ

けの医療機関がある方は主治医に健診結果

を見てもらいましょう。そして、精密検査や治

療の必要な方は早目に医療機関を受診し、

病気の早期発見・治療に役立てましょう。今

年、特に異常が認められなかった方もこの機

会に自分自身の生活習慣を振り返り、生活

習慣病予防に努めましょう。

健診結果からの生活習慣の見直しや健康

づくりを考える機会にと、「スマイル健康相談

（水曜日13：00～14：3 0・予約制）」や「町ぐ

るみ健診結果説明会」を実施しています。

詳しくは市民福祉部健康長寿課（��8723）

までお問い合わせください。

生活習慣病予防は
健診結果の見直しから!

す
。
長
時
間
安
定
し
て
座
る
に
は
体
に
あ

っ
た
車
い
す
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

簡
単
な
サ
イ
ズ
の
確
認
方
法
は
座
っ
た
状

態
で
お
尻
の
横
に
握
り
こ
ぶ
し
一
つ
分
の

余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
こ
れ
が
広

す
ぎ
て
も
狭
す
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
次

に
確
認
す
る
の
は
高
さ
で
す
。
お
尻
を
座

面
に
き
っ
ち
り
後
ま
で
付
け
て
足
を
床
に

つ
け
て
み
ま
す
。
こ
の
と
き
床
に
自
然
に

足
の
裏
が
つ
け
ば
理
想
の
高
さ
で
す
。
背

も
た
れ
に
も
た
れ
て
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
に
足

を
乗
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
背
中
は
背
も

た
れ
に
き
っ
ち
り
つ
い
て
い
ま
す
か
？
太

も
も
の
裏
側
は
き
ち
ん
と
つ
い
て
い
ま
す

か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
し
て
い

な
け
れ
ば
疲
れ
易
い
車
い
す
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
座
圧
の
問
題
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
長
時
間
車
い
す
に
乗
っ
て

い
る
と
体
重
の
多
く
か
か
る
部
分
が
痛

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
基
本
的
に
は

体
に
あ
っ
た
車
い
す
に
乗
る
と
体
重
は

分
散
さ
れ
て
痛
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最

近
は
非
常
に
優
れ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
が

市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
い
す
は
行
動
範
囲
を
飛
躍
的
に
広

げ
て
く
れ
ま
す
。
体
に
あ
っ
た
車
い
す

で
あ
な
た
も
外
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
新
し
い
感
動
が
生
ま
れ
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
達
、
理
学
療
法

士
は
そ
ん
な
あ
な
た
の
手
助
け
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

（加西市歯科衛生士会）

食品の中にもフッ素

皆さんは、虫歯を予防する成分である「フッ
素」と聞いて何を思い浮かべますか？フッ素塗
布やフッ素入り歯磨き粉等、歯に関する方法
や製品が多いのではないでしょうか。実はまぐ
ろやいか等の食品中にもフッ素をはじめ、歯を
丈夫にするカルシウム等、歯と歯茎の健康に役
立つ栄養素が多く含まれています。いろいろな
食品の組み合わせで、楽しく食事をしながら健
康な歯、身体を作っていきたいものですね。
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〈作り方（2人分）〉

①じゃがいも（１個）、にんじん（1 / 4本）は皮をむき、1c m角に切る。
いんげんは1cm長さに切る。玉ねぎ（1/4個）も1cm角に切る。

②容器に、①の材料を全部入れ、レンジで２分加熱する。味付けに
塩少々をふる。冷めてから青じそのせん切りをいっしょに入れて混
ぜる。

③春巻の皮を長方形になるよう半分に切る。（春巻きの皮は３枚分）
④②の分量の1 /6を、 ＡＢの間にのせ、しっかり片くり粉

でのりつけしてとめる。次にＣＤへと三角になるよう折りたたんで
いく。

⑤油で揚げて、心もち濃いめの天つゆを作り、大根おろしを添える。

〈シェフから一言〉

冷蔵庫の残り物を色々とりまぜ
て中に入れ楽しんでください。

体　
に　
あ　
っ　
た
車　
い　
す　
に　

乗　
っ　
て　
い　
ま　
す　
か　
？

市立加西病院

リハビリテーション科

木下　慶一

い　
ず　
み　
会
会
員
（
山
田
）

神
田
美
代
子
さ
ん

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。
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平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
加
西

市
立
幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る

方
を
対
象
に
、
願
書　
の　
受
け
付　
け　
を　

行　
い　
ま　
す
。　
願
書　
は　
11
月
20
日

（　水　）　
付　

け　
で　
保
護
者　
に　
送
付　
し　
ま　
す
。　

入
園
資
格

市
内
に
住
所
の
あ
る

５
歳
児
（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

入
園
料
　
６，　
０
０
０
円

保
育
料
　
５，　
７
０
０
円
（
月
額
）

申
込　
み　
に　
必
要　
な　
も　
の

願
書
、

印
鑑

申
込
方
法

12
月
２
日

（月）
〜
４
日

（水）
の
午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入

園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

問
合
先

各
幼
稚
園
お
よ
び
幼
児

対
策
課
（
電
話
42
│
８
７
７
４
）

日
　
時

12
月
７
日

（土）

午
後
５
時
〜

場
　
所

善
防
公
民
館
大
研
修
室

入
会
金

３
０
０
円
　
会
費
８
０

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
第
90
回
例
会

「　
あ　
な　
た　
が　
う　
ま　
れ　
る　
ま　
で　
」

│　
く　
わ　
え　
・　
ぱ　
ぺ　
っ　
と　
ス　
テ　
ー　
ジ　
│

幼
稚
園
入
園
の

お
知
ら
せ

０
円
（
４
歳
以
上
）

※
３
ヶ
月
以
上
続
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

自
分
で
作
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
飾
り
で
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

12
月
７
日

（土）

午
後
２
時
〜
４
時

募
集
人
員

30
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室
１

参
加
費

３
０
０
円

準
備
物

は
さ
み
・
木
工
用
ボ
ン

ド
・
赤
も
め
ん
糸
・
針
・
30  
cm
定

規
・
絵
ふ
で

講
　
師

姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学

非
常
勤
講
師
　
倉
主
　
偕
子
氏

応
募
締
切
日

11
月
27
日

（水）
必
着

応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
・
生
年
月
日
・

参
加
人
数
を
明
記
し
て
、
〒
６
７

５
│
２
３
０
３
　
加
西
市
北
条
町
古

坂
１
０
７
２
番
地
の
14

加
西
市

健
康
福
祉
会
館
　
自
分
で
作
る
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り
係
（
電
話

42
│
６
７
０
０
）
ま
で
。

自
分　
で　
作　
る　

ク　
リ　
ス　
マ　
ス　
ツ　
リ　
ー
飾　
り

市
民
劇
団
「
お
お
き
な
木
」
で

は
、
劇
団
員
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
演
劇
に
興
味

の
あ
る
方
、
一
緒
に
感
動
を
分
か

ち
合
い
た
い
方
は
、
一
度
練
習
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

毎
週
土
曜
日

午
後
６
時
〜
９
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
３
階
遊
戯
室

団
員
費

一
般
１，　
０
０
０
円

学
生
５
０
０
円

問
合
・
申
込
先

お
お
き
な
木
事

務
局
（
電
話
42
│
２
７
２
３
　
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

）

善
防
公
民
館
で
は
、
１
月
開
催

の
パ
ソ
コ
ン
講
座
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

開
催
日

１
月
９
日
・
16
日
・
23

日
・
30
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

（
必
ず
、
４
回
続
け
て
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。）

時
　
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

30
分
（
１
回
３
時
間
）

対
　
象

20
歳
以
上

チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　

パ　
ソ　
コ　
ン　
講
座

市
民
劇
団　
「　
お　
お　
き　
な　
木
」

劇
団
員
大
募
集
!

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
・
文
書
作
成
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
・
電
子
メ
ー
ル
の
送
信

費
　
用

１，　
０
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代

定
　
員

20
名

申
込
方
法

12
月
27
日

（金）
ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
先

善
防
公
民
館
（
電
話
48
│

２
６
４
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
48
│
３
０
８
５
）

職
　
種

新
図
書
館
開
館
準
備
及

び
受
付
事
務

条
件
等

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
方
　
〜
図
書
館
司
書
資
格
お
持

ち
の
方
歓
迎
〜

人
　
員

６
名

年
　
齢

40
歳
未
満
（
平
成
15
年

１
月
１
日
現
在
）

期
　
間

平
成
15
年
１
月
６
日

（月）

〜
３
月
31
日

（月）

申
込
方
法

履
歴
書
（
資
格
等
写
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
可
）

12
月
６
日

（金）
締
切
。
12
月
12
日

（木）

面
接
の
上
決
定
。

申
込
・
問
合
先

企
画
総
務
部
総

務
課
人
事
係（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

図
書
館
事
務

臨
時
職
員
募
集
!

12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

特売品のチラシを見て買いに行った。目的のもの

は買えたが、その後も話を聞かされ、高額な健康食

品を買ってしまった。解約したい。

目玉商品で客を集め、おもしろおかしく説明し商

品を買わせる「講習会販売」だと思われます。

安い商品が買える上に販売員に親切にしてもらえ

るので、何回も通ってしまいがちですが、販売員と

親しくなるにつれて断りにくくなったり、まわりの雰

囲気に流されて冷静な判断ができなくなりがちです。

販売店によっては自主的にクーリングオフ制度を

設けている場合もありますので、念のために契約時

に確認しておきましょう。

自分にとって本当に必要なものかよく考え、いら

ない時はきっぱり断る勇気を持ちましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 講習会販売に気をつけよう!

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 12月２日（月）

場　所 ＪＡ兵庫みらい西在田支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡ兵庫みらい在田合支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）



〔休館日〕月曜日・11月20日（水）・23日（土）

※12月1日から来春の新図書館の開館まで休館します。

交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

11月 17日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

23日（土） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

24日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

12月 1日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

8日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

15日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

※変更になることがありますので、お確かめください。

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

12月３日（火）午前10時00分～午後３時00分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

12月３日（火）午後１時30分～午後３時00分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

12月５日（木）健康福祉会館

12月12日（木）農村環境改善センター

12月19日（木）北部公民館

■法律相談

12月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時00分～11時00分

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

ぼくの夢
下里小学校６年

岩　崎　裕　哉くん

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年９月生れの乳児 11月26日（火） 午後１時～２時

《平成14年10月生れの乳児 12月24日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年７月生れの乳児 12月４日（水） 午後１時～２時

《平成14年８月生れの乳児 １月７日（火）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年６月生れの幼児 12月10日（火） 午後１時～２時

《平成13年７月生れの幼児 １月14日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年９月生れの幼児 11月19日（火） 午後１時～２時

《平成11年10月生れの幼児 12月17日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 12月11日（水） 午後１時～２時

《１月８日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

初期：３～６カ月児の保護者 12月11日（水） 午後１時～１時30分

中期：７～８カ月児の保護者 １月８日（水） 午後１時～１時30分

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

12月12日（木） 午前９時～９時30分

《１月９日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
椿山課長の七日間（浅田次郎著）
キャベツの新生活 （有吉玉青著）
憂い顔の童子 （大江健三郎著）
幻の城 （大久保智弘著）
砂の狩人 （大沢在昌著）
世界がはじまる朝 （黒田　晶著）
剣鬼宮本武蔵 （早乙女　貢著）
江戸繁盛記 （佐藤雅美著）
明治耽奇会 （高橋義夫著）

海　猫 （谷村志穂著）
魔　笛 （野沢　尚著）
獄門首 （半村　良著）
女が殺意を抱くとき（藤田宜永著）
マジシャン （松岡圭祐著）
海辺のカフカ （村上春樹著）
雲南の妻 （村田喜代子著）
ファースト・プライオリティー（山本文緒著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり
※ほんの一部です。

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　１月18日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　11月23日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加ください。

13
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時間はいずれも

午後１時30分～午後４時｝

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

〈ママの一言〉

元気で心の強い男の子に育っ

て欲しいですね!

やんちゃ真っ盛りな毎日です。

松尾 元晴
もとはる

くん（東高室）

1歳4カ月

ぼくは図工が好きだから、いろんな家

の間取りなどを考える設計士になりたい

です。将来ぼくの家は自分の設計した思

い通りの部屋にしたいし、困った人が相

談に来たらその人の思うようにリフォー

ムしてあげて、みんなの喜んでくれるよ

うな仕事につき楽しく仕事がしたいです。
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第
33
回
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

▽
一
般

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ

▽
中
学
生
の
部

北
条
中
学
校
２
年

第
32
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

【
男
子
】
▽
一
部

東
高
室
Ａ
▽

二
部

殿
原
▽
三
部
Ａ

上
若
井

▽
三
部
Ｂ

青
野

【
女
子
】
▽
一
部

東
高
室
▽
二

部
Ａ

野
条
▽
二
部
Ｂ

国
正
▽

三
部
Ａ
・
小
谷
▽
三
部
Ｂ

上
野

第
27
回
市
民　
バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン　
大
会

【
男
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

駒

村
勝
利　
（
椿
本　
チ　
エ　
イ　
ン
）　・
高
橋
暁

（
協
会
）
▽
二
部

藤
尾
美
和
（
新

生
精
機
）　・
青
木
美
和
（
香
寺
ク
）

【
男
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

横
井
俊
広
（
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー
）

▽
二
部

伊
藤
裕
彦
（
一
般
）

【
女
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

増

田
寛
子
・
井
上
恵
子
（
土
曜
バ
ド
）

▽
二
部

都
築
恵
美
・
藤
枝
佑
子

（
新
生
精
機
）

【
女
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

増
田
寛
子
（
土
曜
バ
ド
）
▽
二
部

第
35
回
加
西
市
体
育
大
会

各
種
目
の
優
勝
者

【
団
体
戦
】
▽
中
学
男
子

泉
中

Ａ
▽
同
女
子

泉
中
Ａ

●
法
務
大
臣
感
謝
状

長
田
達
子

（
小
谷
）　・
上
中
善
信
（
河
内
）　●
全

国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

後
藤

榮
一
（
東
高
室
）　
●
近
畿
地
方
更

生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

小
田
康
子
（
鴨
谷
）　
●
近
畿
地
方

保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

岩
田
　

彰
（
上
野
田
）　・
高
倉
彗
喜
（
鶉
野

上
）　
●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

県
実
施
委
員
会
委
員
長（
県
知
事
）

感
謝
状

三
洋
電
機
株
式
会
社
加

西
管
理
セ
ン
タ
ー
●
神
戸
保
護
観

察
所
長
感
謝
状
（
更
生
保
護
婦
人
会

員
）
佐
伯
和
賀
子
（
西
笠
原
）　・　（
社

会　
を　
明　
る　
く　
す　
る　
運
動
民
間
協
力
者
）

植
田
石
油
株
式
会
社
　
代
表
取
締

役
　
植
田
茂
夫
●
県
保
護
司
会
連

合
会
会
長
表
彰

高
見
英
市
（
乙

和
泉
）　
●
県
保
護
司
会
連
合
会
会

長
感
謝
状

吉
田
康
江
（
栄
町
）

受
付
期
間

12
月
２
日

（月）
〜

20
日

（金）

採
用
予
定
者
数

男
性
１
４
０
名

平
成
14
年
度
第
３
回

兵
庫
県
警
察
官
募
集

更
正
保
護
活
動
に
貢
献

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

※
今
回
は
女
性
警
察
官
の
募
集
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先

加
西
警
察
署
（
電
話
42
│

０
１
１
０
）　
ま　
た　
は　
、　
各
駐
在
所　
ま　
で　
。　

今
年
度
の
健
康
優
良
世
帯
は
１

年
間
無
受
診
世
帯
が
１
６
７
、
３

年
間
無
受
診
世
帯
は
54
で
す
。

１
年
の
世
帯
に
体
脂
肪
計
（
６，　
２

０
０
円
）、
３
年
の
世
帯
に
血
圧
計

（
１
２，　
５
０
０
円
）
を
贈
呈
し
ま

す
。（
金
額
は
標
準
価
格
）

国
民
健
康
保
険　
で　
は　
、　
健
康
優
良

世
帯
表
彰　
を　
は　
じ　
め　
医
療
費
通
知
事

業
、　
人
間
・
脳　
ド　
ッ　
ク　
助
成
事
業　
を　

行　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
健
康
長
寿
課　

や　
教
育
委
員
会　
と　
も　
連
携　
を　
図　
り　

な　
が　
ら　
、　
健
康
福
祉　
ま　
つ　
り
、　
寝　
た　

き　
り
０
の　
推
進
事
業
、　
バ　
ウ　
ン　
ド　
テ　
ニ　

ス　
大
会
、　
加
西　
ロ　
マ　
ン　
の　
里　
ウ　
ォ　
ー　
キ　

ン　
グ　
大
会　
な　
ど　
も　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

傷
病
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
保

健
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
保
健
事
業
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

健
康
優
良
世
帯
に

記
念
品
を
贈
呈

堀
谷
恵
（
土
曜
バ
ド
）

第
20
回
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

▽
男
子
一
般

畑
中
一
彦
・
見
藤

茂
▽
女
子
一
般

宮
崎
敦
子
・
大

村
友
子
▽
壮
年
男
子

相
馬
子

郎
・
増
家
　
弘
▽
壮
年
女
子

大

西
千
津
子
・
塚
原
承
子
▽
ミ
ッ
ク

ス

山
田
智
博
・
山
田
千
鶴

第
9
回
市
長
杯
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

九
会
チ
ー
ム

第
36
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▽
男
子
一
般

南
原
雅
樹
（
ド
リ

ー
ム
）　・
佐
藤
宏
樹
（
同
）

▽
女
子

森
真
里
絵
（
北
条
中
）　・

大
西
府
有
佳
（
同
）

▽
男
子
ジ
ュ
ニ
ア

山
本
晃
司

（
北
条
高
）　・
尾
内
健
司
（
同
）

第
28
回
市
民
剣
道
大
会

【
個
人
戦
】
▽
小
学
1
・
2
年
生

常
峰
泰
地
（
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）
▽
小
学
3
・
4
年
男
子

大

久
保
健
吾
（
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

同
女
子
　
佐
伯
晏
奈
（
北
条
少
年

剣
修
会
）
▽
小
学
5
・
6
年
男
子

高
原
教
旗
（
同
）
▽
中
学
1
年
男

子

玉
木
延
幸
（
北
条
中
）
▽
同

女
子

高
田
香
里
（
泉
中
）
▽
中

学
2
・
3
年
男
子

見
上
浩
太
郎

（
善
防
中
）
▽
同
女
子

神
田
真
帆

（
泉
中
）

２００２年１１月号（No.４６０）

～11月度献血のお知らせ～
1 6歳から6 9歳までの健康な方、献血にご協力

をお願いいたします。
日　時 11月20日（水）

10時～11時30分、12時30分～15時30分
場　所 ジャスコ加西店
主　催 加西北条ライオンズクラブ
問合先 健康長寿課（電話42-8723）

社人権擁護委員協議会加西部会では、この人権

週間の一環として特設人権相談所を開設します。

日　時 12月3日（火）10時～15時

場　所 市民会館　会議室　　相談料 無　料

問合先 法務局社支局（電話0795-42-0201）

12月4日（水）～10日（火）は

人権週間です

献血も身近でできる“ちょボラ”です



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

見上　秋治 72 忠　昭 古　坂
松本　光一 77 光　三 山下東
谷田ひさこ 75 正　雪 西谷西
繁田ちよの 90 勝　廣 青　野
竹内惠美子 81 義　和 坂　本
長濱すみゑ 87 孝　夫 笹　倉
三木　直子 53 鎭　雄 玉　野
中塚みつゑ 87 賢 池　上
宮　　安治 86 芳　明 広　原
池澤　きよ 90 昭　憲 中西南
常峰　公一 93 芳　樹 田　谷
芥田首まきゑ 90 均 下芥田
藤原　英子 59 武　志 横　尾
小田　清 65 泰　弘 鴨　谷
藤原　昭二 75 弘　之 大　内
高木喜代子 91 内田百合子 第二サルビア荘
轟　　ちゑ 79 治 上万願寺
頃安　正巳 41 勇 中　富
別所　正巳 71 勇 東高室
内藤あさの 94 實　男 満　久
難波　兼松 83 茂 大　村
小谷　辰子 79 敏 鎮　岩
井上　庄次 82 茂 玉　丘
松末　義雄 74 忍 別府中
森田　久子 75 隆　司 上野田
山下　タヨ 75 貞　良 谷
安富ちよ子 73 修 畑
繁田　正樹 44 昭　夫 青　野
西岡　幸夫 79 城谷綾子 加西の里
池田　廣治 86 城谷美枝子 上万願寺
安富ひさの 82 新次郎 畑
高田　しず 90 辰　美 別府中
野田　清治 96 勝　美 古　坂

フ
グ
の
お
い
し
い
季
節
。
で　
も　

フ　
グ　
に　
は　
テ　
ト　
ロ　
ド　
ト　
キ　
シ　
ン　
と　
い　
う

猛
毒
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
す
で

に
今
年
９
月
に
素
人
調
理
で
フ
グ

中
毒
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

フ
グ
処
理
は
素
人
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
安
全
・
安
心
の
た
め
に
フ

グ
を
購
入
し
た
り
食
べ
る
と
き
は
、

フ
グ
の
専
門
知
識
を
も
つ
調
理
者　

が　
い　
る　
届
出　
の　
あ　
る　
お　
店　
に　
し　
ま　
し　
ょ　

う　
（
届
出　
シ　
ー　
ル　
が　
目
印　
で　
す
）。

問
合
先

加
西
健
康
福
祉
事
務
所

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

加
西
市
で
の
第
14
回
忠
臣
蔵
サ

ミ
ッ
ト
開
催
を
記
念
し
、
赤
穂
市

│
忠
臣
蔵
３
０
０
年
祭
│

市
民
義
士
祭　
ツ　
ア　
ー

フ　
グ　
に　
よ　
る　

食
中
毒　
に　
注
意
!!

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○北条ロータリークラブ 25万円

○台湾嘉義南区ロータリークラブ 25万円

（国際交流図書購入資金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○スーパーエスコート実行委員会 52万4千円

○国正 山田　定雄 2万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○本町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名 2万円

○美心 2万円

○（株）本陣 1万860円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○匿名 1万円

○匿名 1万円

○匿名 1万5千円

物品預託

○伊東電機友の会

・重度障害者授産事業すみれの会 ミシン１台

・朗読ボランティアかしの実グループへ

ＣＤラジカセ１台

・点字ボランティア加西点字教室へ

ＣＤラジカセ１台

善意の花束

２００２年１１月号（No.４６０）

（受付順　敬称略）

平
成
12
年
10
月
か
ら
納
付
い
た

だ
い
て
い
ま
す
介
護
保
険
料
は
、

未
納
の
ま
ま
２
年
が
経
過
す
る
と

消
滅
時
効
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料　
に　
お　
い　
て　
過
去
10
年

間　
に　
消
滅
時
効
期
間　
が　
あ　
る　
場
合
、　

介
護
保
険　
の　
保
険
給
付
割
合　
が　
９　
割　

か　
ら　
７　
割　
に　
な　
り　
ま　
す
。　
こ　
れ　
は　
、　

介
護
保
険　
を　
利
用　
し　
た　
場
合
、　
本
来　

１　
割
負
担　
で　
済　
む　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
３　
割　

の　
負
担　
に　
な　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
す
。

こ　
の　
よ　
う　
に　
「
う　
っ　
か　
り
納
付　
を　
忘　

れ　
て　
い　
た　
」　
こ　
と　
で　
不
利
益　
と　
な　
る　
こ　
と　

が　
あ　
り　
ま　
す　
の　
で　
ご　
注
意　
く　
だ　
さ　
い　
。　

問
合
先

・
納
付
状
況
に
つ
い
て

税
務
課
収
税
係
（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

・
給
付
制
限
に
つ
い
て
　
保
険
課

介
護
保
険
係（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

介
護
保
険
料　
の　
納
付

忘　
れ　
に　
ご　
注
意　
を　
!!

で
開
催
さ
れ
る
義
士
祭
ツ
ア
ー
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
14
日

（土）

８
時
30
分
　
市
役
所
発

内
　
容

赤
穂
市
で
義
士
行
列
、

花
岳
寺
等
見
学

参
加
費

１，　
０
０
０
円

（
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定
　
員

40
人
（
先
着
順
）

問
合
・
申
込
先

加
西
市
都
市
親

善
友
好
協
会
（
電
話
42
│
８
７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
０
２
９
１
）

○
附
属
小
学
校

日
　
時

11
月
29
日

（金）

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

同
校
多
目
的
ホ
ー
ル

募
集
人
員

１
０
８
人

問
合
先

同
校
事
務
室

兵
庫
教
育
大
学
附
属

小
中
学
校
募
集
説
明
会（10月31日受付分まで・敬称略）

（
電
話
０
７
９
５
│
40
│
２
２
１
８
）

○
附
属
中
学
校

日
　
時

12
月
２
日

（月）

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

同
校
北
館
１
階

募
集
人
員

１
２
０
人

問
合
先

同
校
事
務
室

（
電
話
０
７
９
５
│
40
│
２
２
２
４
）

日
　
時

平
成
15
年
１
月
５
日

（日）

場
　
所

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

会
　
費

前
売
１，　
５
０
０
円

（
当
日
２，　
０
０
０
円
）

後
　
援

加
西
市

内
　
容

動

物

園
…
…
桂
　
都
ん
ぼ

へ　
っ　
つ　
い　
盗
人
…
…
桂
　
喜
丸

千
早
ふ
る
…
…
笑
福
亭
　
三
喬

景
　

清
…
…
桂
　
喜
丸

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先

桂
喜
丸
加
西
後
援
会
事
務
局

（
電
話
42
│
０
２
０
５
）
ほ
か

第
13
回

桂
喜
丸　
ふ　
る　
さ　
と
落
語
会

ら　ら　
く　く　
ご　ご　

Ｄ　Ｄ　
Ｅ　Ｅ　

わ　わ　
っ　っ　
し　し　
ょ　ょ　
いい



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H14.10.31現在（前月比）
人　口／ 51,789（－12） 世帯数／ 16,204（＋7）

男　／ 25,097（－ 3） 女　／ 26,692（－9）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

２００２年１１月号（No.４６０）

�

農林水産大臣賞

●北川茂雄（笠屋）

◆織部利秋（島）

兵庫県知事賞

●前川和市（下宮木）

◆藤部見吉（横尾）

市制35周年記念特別賞

●森本博昭（江ノ木）

◆松末浩二（別府中）

加西市長賞

●岩見篤郎（豊倉）

●高橋良一（乙和泉）

◆松原政行（香寺町）

◆松末　守（別府）

兵庫県議会議員賞

●常吉町老人会

◆鈴木　誠（福崎町）

加西市議会議長賞

●柴田亀市（常吉）

◆織田寛市（島）

加西市教育長賞

●富合小学校

◆友井一美（東笠原）

�兵庫県園芸・公園協会

理事長賞

●西田早雄（下宮木）

◆坂本美喜雄（島）

兵庫県菊花連合会長賞

●大西豊明（栗田）

加西市観光協会長賞

◆松原正治（八千代町）

加西商工会議所会頭賞

●加西養護学校

◆丸山卓雄（殿原）

三洋電機株式会社賞

◆井上隆文（玉丘）

神姫バス株式会社賞

◆豊田成己（古坂１丁目）

兵庫みらい農業協同組合賞

◆幸田輝雄（網引）

加西市花と緑の協会長賞

●北条小学校

◆内藤逸司（河内）

加西盆栽研究会長賞

◆霜門 貞昭（南町）

特別賞

◆松原正治（八千代町）

努力賞

◆中村　勉（中野）

力力作作がが加加西西のの秋秋をを彩彩るる

菊花・盆栽展
第36回 1 0月3 1日（木）、第3 6回加西市菊花・盆栽展の審査

会が行われ、各賞の受賞者が決定しました。受賞者は

次のとおりです。（敬称略） ●＝菊花　◆＝盆栽

1 1月3日（日）、市役所で行われたK A F E

（KAsai FEstibal）2002。市制35周年記

念事業の一つで、「若者による若者のた

めの」イベントであり、初めて市役所の

庁舎を会場とした本格的なイベントで

す。市内のアーティストや若手市職員が

昨年から仕事を終えた後、深夜まで及ぶ

打ち合せを重ね開催に至りました。

当日は、市役所に播磨地域の若きアー

ティストが大集合。自慢のダンスやバン

ド演奏を披露するグループや新進の美容

師たちが斬新なヘアースタイルを競うヘ

アーショーが、会場を訪れた若者を魅了

しました。

会場を訪れた人たちからは、「こんな

おしゃれなイベントが加西市でできてう

れしい。」「これからも続けてほしい。」

という声がたくさん寄せられました。中

には、「初めて市役所に来ました」とい

う高校生も。いつもこういう所ではあり

ませんので念のため…

こんなイベントほしかった!

1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製1日で大作を作製

KKAAFFEE22000022

市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現市役所にカフェが出現

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／企画総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


